
新潟市立光晴中学校教育ビジョン ２０２４ 

学校教育目標 

 
 

 
 

重点目標 

  夢や目標をもち、自己を高めようと努力し続ける生徒  ～生徒に達成感を味わわせ、自己有用感を高める教育活動の推進～ 

 

光晴中学校で身につける資質・能力 

 

教育目標に迫るための教職員の基本的な構え 

 

光晴中学校の教育改革の方向と「社会に開かれた教育課程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題設定力
•状況に応じて何をすべきか、どうやって成し遂げるかを自分で考え出せる力

論理的な思考
•筋道に沿って物事を深く考えることができ、複雑なこともわかりやすく説明でき
る力

自己効力

•課題に直面しても「自分ならできる」と物事を進めることのできる力

柔軟性・耐性
•変化への対応や機転を働かせながらやり抜く力

共感・傾聴力
•真剣に話を聞き、相手を深いレベルで理解し、気持ちを尊重できる力

決断力
・自分の考えと客観的な事実を照らし合わせながら判断できる力

生徒を子ども扱いしない
•せっかく資質・能力を育成する機会や学習活動であるのに、子ども扱いをしてしまうことで、生徒が自律する機会を奪ってははならない。

手段と目的を分けて構想する
•手段が目的化する（手段ありきになる）と生徒の学びはなくなる。活動の目的と手段を峻別すること。そして最上位の目的を生徒と合意形成することが大切である。

自らの専門性を現在進行形で伸ばす

•我々も生徒と同じ「学ぶ存在」である。だからこそ、生徒は教職員を先達として仰ぐのである。我々は「かつて学んだ存在」ではいけない。

力 の ぎ り 
ある か ぎ り 
か 

 

◎ＣＳの推進 

予測・見通し 

追究・行動 

振り返り 

◎データ駆動型教育の推進 

◎ＥｄＴｅｃｈの推進 

目標やビジョンの共有・承認 

学校運営について意見 

教職員の任用について意見 

課題解決のための仮説を立て、データにあたり検証する 

得られた情報を整理し、分析する 

追究結果をまとめ、発表する 

振り返り、新たな課題を設定する 

◎ 多様性と個性を尊重し、一人一人のニーズに応じ

た支援の充実 

認知能力と非認知能力を可視化し、相関と効果量を分析する 

効果の有無から行事や教育活動を適正配置したり、統廃合したりする 

相関から望ましい効果が得られる教育活動に注力する 

ドリルパークの活用 
全国学力学習状況調査の分析 
新潟市生活意識調査の分析 

◎探究学習の推進 

合理的配慮と基礎的環境整備 

人権教育の推進 

メンタルヘルス 

いじめ対策 

スクールロイヤー 

グロースマインドセットの醸成 

ロイロノートの活用 

ドリルパークの活用 

スタディログの蓄積 

オンライン授業・リモート授業・反転授業 

アプリによる合理的配慮 

教育活動を質的・量的に分析し、優れた指導法の本質を見極め、
授業改善に生かす。 

地域とともに目標やビジョンを共有して、学校運
営を行い、地域の誇りとなる学校となる。 

教育とテクノロジーの融合による新たな学びを創造する。 

ＡＩ（人工知能）では代替できない力を身に付けるため「21
世紀型スキル」「非認知能力」を育成する。 

前提が変わり続けても、それに対応して見通しを
もって試行錯誤をしていくマインドセットを醸
成する。 

◎学びのサイクル 

地域とともにある行事活動 

生きる力の育成 


